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会員拡大委員会  

① 【「IIZUKA 拡大方式」の確立】 

（現状と課題と理想像）  

現在、一般社団法人飯塚青年会議所(以下、飯塚 JC)は、多くのメンバーで活動していますが毎年会員数は違

います。飯塚JC が活動や運動していく中で、会員数の減少による会計圧迫や、メンバー同士がつながることがで

きる機会の減少を避けるためにも会員数を保っていかなければなりません。ただし、組織として効率的な運営をし

ていくうえで入会人数も多ければいいというわけではなく会計面・人口・企業数などから研究し、適正な入会人数や

拡大スケジュールの根拠となるものを未来の飯塚 JC に残していく必要があります。また、会員拡大をするにあた

りメンバー全員の協力が必要ですが当事者意識をもっている方が少ない状態にあるため、正会員メンバーに会員

拡大の必要性を意識して頂く必要があります。さらに、準会員期間に JC がどんな団体なのか学ぶ 機会がないた

め、オリエンテーションを通して JC の理念を伝えていく必要があります。 

2024 年度会員拡大委員会では、IIZUKA 拡大方式を確立し、入会した早い段階から JC 活動・運動にメンバー 

全員で取り組んでいくことで、この仕組みが継承され全員で取り組む持続可能な会員拡大ができると考えます。 

(目的)  

対内： 

■飯塚 JC を持続可能な団体としていくために IIZUKA 拡大方式の仕組みを構築していきます。 

■正会員メンバーに会員拡大の必要性を意識して頂き当事者意識をもってもらいます。 

■準会員メンバーに JC の理念を知ってもらいます。 

(事業内容)  

■ IIZUKA 拡大方式の確立 

1)入会人数の根拠資料の作成・報告を行います。 

2）入会候補者と交流会活動を行います。 

■正会員メンバーへの意識づけ 

1)会員拡大の必要性を意識して頂く活動を行います。 

■準会員メンバーオリエンテーション 

1)準会員へ JC 理念等の説明を行います。 

 
 

 

 
(活動) 

②【忘年会の企画・実施】 

（現状と方向性）  

本年の飯塚 JC は、これまで会を支えてくださった 15 名の方々がご卒業されます。我々現役メンバーには、卒業

生に対して感謝をすると同時に、卒業生が学んだ価値ある経験知を後世に継承する担いがあります。また、アカデ

ミーメンバーはこの多くの卒業生と関わることができる機会が一年間とかぎられているため、その機会を創出する

必要があります。さらに一年間の事業を振り返ることで、気づきや学びを次年度につなげる重要な式典となります

ので厳正厳粛に執り行なわなければいけません。忘年会の事前準備をアカデミーメンバーが主体となり 

行うことでリーダーシップの開発と成長の機会を提供し、次年度以降の JC 活動・運動の活性化を図ります。 

(目的)  

対内（卒業生）： 

■ JC 生活で培った経験知を現役メンバーに継承し、卒業して頂きます。

対内（現役メンバー）： 

■卒業生の経験や想いをしっかりと受けとめ、感謝と敬意を表したうえで卒業生を送り出し、経験知を学ぶことで 



次年度以降のＪＣ活動・運動につなげることを目的とします。 

(事業内容)      

■ 2024 年度の忘年会を企画・実施します。 

1） メンバー同士が一年間を振り返り、次年度以降へとつながる式典の部を企画・実施します。 

2） 卒業生の経験を十分に現役メンバーに伝えることができる懇親の部を企画・実施します。 

3)アカデミーメンバーが主体となり忘年会の事前準備を行い、現役メンバーで当日運営を実施し

ます。 

 
 

 

(事業) 
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運動・事業名 

 
 

根拠情報集約・資料作成 
IIZUKA 

拡大方式
完成 

IIZUKA 新入会員向け 
拡大方式 アンケート 

報告 の実施・集約 

入会候補者 
交流会活動
資料作成 

準会員入会 
入会候補者 
交流会活動 

入会候補者 
交流会活動

報告・資料作成 

準会員入会 入会候補者 
交流会活動 

入会候補者 
交流会活動

報告 
準会員入会 

「IIZUKA拡大方式」の確立 

事前アンケートの 
実施・集約 

メンバー 

意識向上活動  
メンバー 

資料作成 意識向上活動 

メンバー 
意識向上活動

資料作成 

メンバー 
意識向上活動 

事後アンケート 
の実施・集約 引継ぎ 

準会員 
オリエンテーション 

準会員
 

資料作成 
オリエンテーション 

準会員 
オリエンテーション

資料作成 

準会員 
オリエンテーション 

準会員 
オリエンテーション

資料作成 

準会員 
オリエンテーション 

忘年会の企画・実施 
 
 

VOICEの発刊 

調査研究・場所の確保
協議クール 審議クール

 

作成準備期間  
2024年度作成担当者

との打ち合わせ 

事業計画  事業計画 
準備期間 

動員 事業実施  
検証 

連絡調整  
事業報告 

作成実施
原本の校正 

校正完了 

飯塚JC全体で取り組む山笠運営 山笠担当者との連絡調整・会議等への協力 本番 山笠担当者との連絡調整・会議等への協力 

会員拡大の必要性を周知 

飯塚JC全体で取り組む会員拡大 

入会候補者リストアップ 
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年間事業フレーム 

一般社団法人飯塚青年会議所 

会員拡大委員会 

委員長 吉原 正和 
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